志津南学区・地区防災計画策定支援
議事録（第６回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時：2025年12月6日(土)　19時～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：志津南まちづくりセンター
１．出席者
コアメンバー：四方委員、高岡委員、佐藤委員、河辺委員、白瀧委員、
大脇委員、北村委員
[bookmark: _Hlk208500984]　　町内会選出委員：室積委員（若草１丁目）、林委員（若草3丁目）、
川﨑委員（若草6丁目）、塩谷委員（若草7丁目）、
　　　　　　　　　　竹田委員（かがやきの丘）、迫田委員（コージーガーデン）
志津南まちづくりセンター：安澤さま、岸田さま、中村さま
立命館大学：金先生　
立命館大学学生：4名
草津市危機管理：小川さま、伴さま
関西情報センター：西田、別所、前川(記)

２．四方会長挨拶
本日は、関西情報センターからの資料を見ていただき検討を行います。皆さまにとっては初見でご意見をいただくこととなり難しい面もあるかと思いますが、本会議後にも意見もいただいた上で、資料を修正し1月28日のコアメンバー会議で中身を検討し、2月に皆様に確認いただく流れとなります。よろしくお願いします。

３．配布資料確認
・草津市志津南学区地区防災計画素案
　・令和７年度　自主防災組織について／町内会確認用資料

４．議事内容
(1) 草津市志津南学区地区防災計画素案（関西情報センター：別所・西田）
・資料より説明
(2) 令和７年度　自主防災組織について（まちづくり協議会事務局）
・資料より説明

５．草津市志津南学区地区防災計画素案の確認／関西情報センター
５．１．記載の流れと概略を説明
・活動指針については内容を確定後、短いセンテンスで計画を説明することを予定である。
・今後の取り組みについては志津南学区の意見を整理し記載する。
５．２．記載内容の基準等の提案
・琵琶湖西岸断層帯と南海トラフについて整理し被害と避難者数を提示した。
・危険箇所や課題についてはＷＳの意見を取りまとめている。
・基本的な考え方は学区本部へ各町内会から紙を使った方法での情報集約を基本としている。
→町内会によっては、SNSなどのツールを使用していることもあるが、大災害時に起こる可能性のある携帯不通時などに備え、今回は紙ベースを原則としている。
・原則、班長や組長が担当する世帯情報を集約し、町内会長がまとめて学区本部に報告する（担当者の不在や高齢など、できない場合に備えて平常時から代理担当など任命する）。
・指定広域避難所は志津南小学校だが、現実に合わせ異なる避難先を想定しておく必要がある。
・在宅避難者への対応も踏まえ、物資拠点を２箇所おくことを地区防災計画案で提案する。
・災害対策本部の設置基準は震度５強以上とする。
・本部は志津南学区まちづくり協議会内に設置する。

６．質疑応答
６．１．草津市志津南学区地区防災計画素案共有
・町内会単位でどのように動くのか具体的な指針を示してほしい。発災時に計画書を見なくても動けるようコンパクトにまとめてほしい。
→今回は志津南学区全体としての計画を作成した。安否確認の方法などについては、学区が統一的に決めるのではなく、町内の特徴に合わせて検討したものを学区で取りまとめることを考えている。個別具体的な方法の決定は次年度以降の検討課題になる。
・見守りや点呼など、すぐに用紙を準備して記入しながら動けるか不安である。
→紙ベースの安否確認は携帯を持ってらっしゃらない方や携帯不通時などの最悪の状態を想定している。中規模災害の場合などで携帯が使える場合は、も家具に挟まれて動けない、火が出たなど携帯電話などを使用し応援を呼ぶ必要があるケースも考えている。また足が悪いなどの事情で家から出られない、集まれない人用に無事安否を確認する方法を計画に例示し、いくつかの方法から選べるよう具体化していただけるよう考えている。
・この素案は現状把握として横断的にまとめられていると思う。だが内情としては防災の取り組みが先行している町内としていないところがある。その意味で学区全体としてどう取り組むかの資料だと思っている。市役所の防災ハンドブックも併せて、各町内会で防災の課題について話し、優先順位をつけて中長期的に取り組む必要があると感じた。
・その年の防災委員長によって取り組みが変わってしまう現状は困る。先行して取り組んでいる学区は、継続してマニュアルを改訂していると聞く。
・自主防災組織でどのよう取り組みをしているかを共有することは有意義である。みんなが集まるイベントをすることも知り合いや顔見知りができ、それは防災にも関係している。学区全体としての取り組みも必要だが、町内ごとに進めてもらうことも重要だと考えている。
・取り組みの重要性を再認識してもらうことが必要、情報交換すれば理解が進むのではないかと思う。何が知りたいか、町内会で考えればよいのではないか。
→この計画は学区全体を捉える段階と考えている。町内会ごとに集合場所や動きが異なるため、この計画案と実情にはずれもある。また、発災時に地区全員が避難所に行くわけではなく、志津南の特性を考慮すると、避難所への避難者は少ないと考えている。安否確認後、在宅避難を選ぶ方が多いと考え、その方向でも対応を検討している。
・夏場、冬場対応を考えると防災倉庫の内容等検討する必要があると考えている。
・備蓄品など期限があるため、学区全体で考えるのは難しいと感じる。自助に関しては個人で準備するものであり、どうしても無理な人については共助で助ける必要もあるかとは思うが、在宅避難を考える場合は、備えを個人で行う必要がある。
・救援物資拠点と書かれている追分南会館が地図に記載がなく場所がわからない。新しく住まわれた方のためにも記載した方が良いのではないか。また、大型車が通れるのか不安にも感じている。また拠点の活用方法を知りたい。
　→追分南会館は避難拠点ではなく、在宅避難者向けの物資拠点である。追分南3丁目の児童公園の隣にあり、道路は広いが周辺の起伏が激しいので注意が必要など記載したい。志津南学区の特性として南北に距離があるため、真ん中あたりにもう１箇所拠点を設けることで住民が取りに行きやすいと考え提案している。
・ガスなど他の理由による火災についての記載も必要だと考える。各個人への啓蒙をしていきたい。また初期消火について計画に記載して欲しい。
・一次集合場所を知らない人が多い。計画に書かれていることを周知することが大切だと考えている。
・動けない人や高齢者など支援の必要な人を把握することが大事であり、町内の中で情報が共有できていることが大切だと考えている。
・情報集約の用紙に重傷、軽傷や全壊、半壊、一部損壊数を記載するようになっているが、私たちで判断可能なのか？半壊、一部損壊など基準がわからないと思う。
・まずは大まかな人の状況と家屋の状況確認になると思う。救助活動なのが優先されると考える。その後、状況報告になるのではないか。草津市が欲しい情報として提案されているのではと感じる。

６．２．金先生からの助言
ご参加の皆様からの貴重なご意見、ありがとうございました。計画も途中段階ですので、判断が難しいと感じられたかと思います。町内会や個人でどのように対応するか、コアメンバー会議でも検討されています。これまでの会議でも、どのような段階で何をするのか、連携方法など検討を行っています。
あと計画策定まで２ヶ月ですが、しっかりと議論を詰め、まずは形を整えたいと思います。今年度で全て出来上がるわけではございませんので、引き続き取り組んでいただきたいと考えております。

７．令和７年度　自主防災組織について（確認）／志津南まちづくり協議会
７．1.各町内会への調査内容の説明と確認
・前回の全体会議の中で確認したところ、全ての町内会に自主防災会があることを確認している。
・2025年度の具体的な活動内容、どなたが関わっているのかなど回答をお願いする。
・文書内の一次集合場所や広域避難場所については、前回、町内会から回答いただいた内容を反映している。
・一次集合場所を草津市指定以外に独自指定されている町内会は、具体的な場所を書いていただき、計画に反映させたいと考えている。
・回答者は自主防災委員長、町内会長、どちらでも構わない。
７．２．草津市の避難所運営計画
・広域避難所が避難者で溢れた場合は移送する。
被害は地域ごとに異なるため、市全体の広域避難所で被災者を受け入れる。
避難所に市の職員を派遣し避難者の把握をする。
・避難所開設と名簿作成は市、避難所運営は避難者、全体を把握して調整する形で運営されている実情が見られる。
・これまでの地震発生時は一時的に集会所などに集まり、その後、移動している様子が見受けられる。町内会ごとの状況を示すのが地区防災計画と考えている。
・広域避難所は基本ルール（認識しているもの）を書くことにする。

８．今後の予定
　第７回ＷＳ（水）2026年1月28日19時〜：コアメンバー会議
第8回ＷＳ（土）2026年2月28日19時〜：全体会議

以上
